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ABSTRACT

Clouds affect not only meteorological phenomenon, but also radiative balance. Therefore, it is important to

u且derstand change of cloud distributions. Iidar is one of the observation system of cloud. The Micro Pulse

Lidar岬L) is an eye-safe and compact solid kdar system. We continuously observed clouds using an MPL,

and analyzed its data abouもcloud distribution‥And we investigated relationsMp between relative humidity

and cloud generation using an radio sonde data.

1.はじめに

雲は降水や降雪などの気象現象だけでなく､放射収支にも影響を及ぼすため､雲分布の変動や

雲の性質を知ることは非常に重要であるOライダーによる雲の観測は､数ある雲の観測方法の一つ

である.また､各地で行われる一日2回(午前9時と午後9時)のラジオゾンデ観測も､雲の生成

や挙動を考えるうえで重要である各種データを提供する｡我々は､小型可搬型の高繰り返しライダ

-システムであるマイクロパルスライダー(Micro Pulse Lidar : MPL)を用いて大気の連続観測を

行なっており､その観潮結果から雲分布についての解析を行なった｡また､ラジオゾンデ観酢こよ

って同時に得られた湿度データとの関連性について調べた｡

2. MPLによる連続観測

MPLは半導体固体励起レーザーを用いているので､信頼性が高くフラッシュランプの交換の必

要が無いOまた､高繰り返しを実現しているため､パルスエネルギーをアイセーフなレベルまで抑

えることを可能にしている｡これらのことより､無人での連続観測に適したライダーシステムであ

ると言える.我利まこのMPLを用いて､ 97年9月からつくばの気象研究所別棟より大気の無人

連続観潮を行なっている｡また､ラジオゾンデは館野(北緯36度03分､東経136度54分)から

放球されたものを使用した｡代表的な観測例として､ 97年10月31日一日分の受信信号を距離自

乗補正しTHI表示したものをFig.1に示す｡なお､白が強くなるほど受信信号の強度が強いこと

を表わし､ 600で設置しているため､高度に直す際は0.86を乗じる必要がある｡
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Fig･ 1 Continuous monitoring of upper atmosphere by MPL
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3.雲底高度

雲分布の時間的空間的変動を調べるために､雲底高度の算出を試みた｡取得された信号Pを距

離Tで微分した億dP/drが経験的に設定した開催を越えた場合に雲と判別したoこの方法で算出を

した結果､ 97年10月一ケ月の雲の出現率は47.5%であった｡ Fig.2に高度別の出現率をヒストグ

ラムにしたものを示す｡これによると､雲が出現する高度は大きく分けて2つになっている｡
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Fig.2 Cloud base height histogram

4.妻と相対湿度の関係

ラジオゾンデによる観測が行われている時に､ MPL信号に雲信号が現れている場合についての

み､雲とラジオゾンデから得られた相対湿度との関連性を議論する｡雲と判別されたときの､雲内

部での最大相対湿度とその高度との関係をFig.3に示す｡これによると､雲内部での最大相対湿度

は80%以上である｡
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Fig.3 Relationship between relative humidity and cloud base height

5.まとめ

今回は､大気の連続観測が可能なMPLとラジオゾンデのデータを用いて､雲の高度分布と湿度

との関連性について議論した｡今後､観潮を継続してデータ数を増やし､雲と相対湿度との関連性

を明確にしていく必要がある｡
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